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▽
観
光
重
視
す
る
世
界
の
動
き

　
２
０
１
５
年
の
国
内
観
光
の
消

費
額
は
25
・
５
兆
円
。
内
訳
を
見

る
と
、
国
内
宿
泊
は
16
・
２
兆

円
、
日
帰
り
旅
行
は
４
・
６
兆
円
。

海
外
旅
行
の
国
内
消
費
分
（
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
で
空
港
へ
行
く
な
ど
）

１
兆
３
千
億
円
、訪
日
外
国
人（
イ

ン
バ
ン
ド
）
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

３
兆
３
千
億
円
。
こ
れ
に
海
外
旅

行(

海
外
消
費
分
）
２
兆
８
千
億

円
を
含
め
た
日
本
全
体
の
観
光
消

費
額
は
28
兆
３
千
億
円
に
上
る
。

　
な
ぜ
各
国
は
観
光
を
重
視
す
る

の
か
。
一
つ
は
観
光
分
野
が
全
世
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界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％
を
占
め
て
い

る
か
ら
だ
。
雇
用
で
も
10
人
に
１

人
は
観
光
関
係
の
企
業
で
仕
事
に

就
い
て
い
る
。
輸
出
で
換
算
す
る

と
、米
ド
ル
で
１
兆
４
千
億
ド
ル
、

世
界
の
総
輸
出
で
７
％
に
上
り
、

国
際
観
光
客
到
着
数
は
13
億
人
以

上
と
、
非
常
に
大
き
な
数
字
で
こ

れ
を
各
国
が
取
り
込
も
う
と
し
て

い
る
。

　
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）、
20
年
の
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控

え
、
観
光
産
業
の
成
長
に
合
わ
せ

て
日
本
政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
目

標
と
し
て
20
年
に
４
千
万
人
、
観

光
消
費
金
額
６
兆
円
を
掲
げ
、
さ

ら
に
30
年
は
６
千
万
人
、
消
費
金

額
８
兆
円
を
目
指
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
五
輪
開
催

後
の
各
国
の
経
済
成
長
率
を
見
る

と
、
開
催
後
に
伸
び
た
の
は
ア
ト

ラ
ン
タ
（
１
９
９
６
年
）
と
ロ
ン

ド
ン
（
２
０
１
２
年
）
の
二
都
市

し
か
な
い
。
北
京
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

な
ど
、
二
都
市
以
外
は
す
べ
て
多

少
な
り
と
も
落
ち
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
は
ア
ト
ラ
ン
タ
は
素
晴
ら

し
い
。
初
め
て
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

を
取
り
入
れ
て
成
功
し
た
。
日
本

は
２
０
２
０
年
以
降
ど
う
や
っ
て

成
長
率
を
維
持
し
て
い
く
の
か
非

常
に
大
き
な
課
題
だ
。

　
２
０
１
６
年
の
外
国
人
旅
行
者

受
け
入
れ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
は

世
界
で
16
位
、
17
年
は
11
位
と
ラ

ン
ク
を
上
げ
た
。
空
路
、
水
路
に

よ
る
外
国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
ラ

ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
は
ス
ペ
イ

ン
。
次
い
で
米
国
、
英
国
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
日
本
は
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７
位
だ
っ
た
。

▽
重
要
な
欧
米
豪
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
欧
米
に
豪
州
を
加
え
た
受
け
入

れ
は
３
２
５
万
人
で
全
体
の
11
・

３
％
に
過
ぎ
な
い
。
全
体
か
ら
見

て
も
欧
米
豪
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま
だ

小
さ
く
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ど
う
プ
ラ
ス
に

持
っ
て
い
く
の
か
非
常
に
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

　
２
０
０
２
年
の
日
韓
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
か
ら
３
年
目
以
降
に
欧
米

マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
日
本
へ
の
旅
行

客
は
伸
び
始
め
た
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、「
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
印
象
が
広
が
り
、
三
年
後

か
ら
そ
の
数
字
が
実
態
と
し
て
表

れ
た
。
今
は
イ
ン
ス
タ
映
え
な
ど

も
あ
り
、
そ
の
周
期
は
も
っ
と
早

い
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
万
が

一
、
そ
の
数
字
が
上
が
っ
て
こ
な

い
と
な
れ
ば
問
題
。
日
本
に
も
う

一
度
来
た
い
と
な
ぜ
思
わ
れ
な

か
っ
た
の
か
、
課
題
や
問
題
が
浮

き
彫
り
に
な
る
。

　
ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
う
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
と
い

う
こ
と
を
理
解
す
べ
き
だ
。
例
え

ば
中
国
は
北
京
、
上
海
、
広
州
・

香
港
と
大
き
く
三
つ
の
エ
リ
ア
に

行
人
口
１
億
人
の
23
％
を
占
め

る
。
お
金
は
な
い
が
旅
行
先
に
長

く
滞
在
し
、
消
費
額
は
平
均
以

上
に
高
い
。「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」
と

呼
ば
れ
る
１
９
８
０
年
代
か
ら

２
０
０
０
年
代
生
ま
れ
の
世
代
が

中
心
で
、
地
元
の
暮
ら
し
（
日
常

生
活
な
ど
）
を
求
め
、
地
元
住
人

と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
う
。
行

動
範
囲
が
広
く
、
都
市
部
以
外
に

も
足
を
伸
ば
す
の
が
特
徴
だ
。

　
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
今
後
の
生
活
の

力
点
に
何
を
置
く
か
と
い
う
と
、

「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」
を
上

げ
る
人
が
１
９
８
３
年
以
来
ず
っ

と
連
続
１
位
だ
。
日
本
の
市
場
は

余
裕
が
あ
れ
ば
旅
行
し
た
い
と
い

う
人
が
ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
日
本

の
海
外
旅
行
者
（
17
年
度
）
は

１
７
１
２
万
人
で
世
界
で
15
位
、

ア
ジ
ア
で
４
位
で
１
人
当
た
り
の

海
外
旅
行
回
数
は
０
・
14
回
と
ま

だ
ま
だ
低
い
。
一
方
、
日
本
か
ら

査
証
（
ビ
ザ
）
な
し
で
行
け
る
国

は
１
８
９
カ
国
に
上
り
世
界
１

位
。
チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
海
外

旅
行
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
だ
ろ

う
。

　
観
光
地
と
し
て
す
べ
き
こ
と
は

わ
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日

本
と
同
じ
人
口
の
富
裕
層
が
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
、
北
京
は

ス
キ
ー
ブ
ー
ム
、
で
も
ま
と
も
な

ス
キ
ー
場
が
な
い
。
だ
か
ら
北
海

道
や
白
馬
に
は
中
国
人
が
増
え
て

き
て
い
る
。
広
州
、
香
港
の
人
は

ス
キ
ー
よ
り
雪
を
見
る
こ
と
が
好

き
。
中
国
を
一
つ
の
国
と
考
え
て

評
価
す
る
こ
と
は
大
き
な
間
違

い
。
ど
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
う

か
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
変
わ
る
。

　
最
近
、
ク
ル
ー
ズ
旅
行
が
流

行
っ
て
い
る
。
政
府
も
訪
日
ク

ル
ー
ズ
客
５
０
０
万
人
を
掲
げ
、

清
水
港
な
ど
日
本
全
国
20
港
に
受

け
入
れ
機
能
高
度
化
に
向
け
て
整

備
促
進
の
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
ク
ル
ー
ズ
客
は
ホ

テ
ル
な
ど
陸
上
の
宿
泊
施
設
に
泊

ま
ら
な
い
。
い
か
に
陸
上
で
の
滞

在
期
間
を
長
く
す
る
の
か
を
考
え

て
ほ
し
い
。

▽
若
年
層
旅
行
者
狙
え

　
日
本
人
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
市

場
と
し
て
若
年
層
旅
行
者
（
15
～

29
歳
）
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。

２
０
２
０
年
に
４
兆
円
の
巨
大

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
る
と
国
連
世
界

観
光
機
関
が
発
表
し
て
い
る
。
若

年
旅
行
者
の
特
徴
と
し
て
世
界
旅

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
に
マ
ー
ケ
ッ
ト

別
に
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
②
事
前
決

済
プ
ラ
ン
の
導
入
③
オ
ン
と
オ
フ

期
の
戦
略
を
変
え
る
、
例
え
ば
オ

フ
期
に
は
休
館
す
る
④
地
元
レ
ス

ト
ラ
ン
と
の
協
業
に
よ
る
泊
食
分

離
︱
で
あ
る
。
一
方
で
間
際
に

な
っ
て
料
金
を
下
げ
た
り
、
食
事

の
原
価
を
落
と
し
た
り
し
て
は
い

け
な
い
。
こ
れ
は
リ
ピ
ー
タ
ー
客

を
失
う
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

▽
滞
在
時
間
、
日
数
増
や
す

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

常
に
変
化
、
進
化
し
て
い
る
。
マ

ス
（
集
団
）
か
ら
個
へ
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
細
分
）
が
ど
ん
ど

ん
進
み
、
ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙

う
か
が
重
要
に
な
り
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
市
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
。

外
国
人
は
複
数
の
目
的
を
持
っ
て

来
日
す
る
。
単
に
観
光
で
は
な

く
、
文
化
・
交
流
か
ら
和
食
グ
ル

メ
や
日
本
文
化
、
地
域
の
文
化
に

触
れ
る
よ
う
な
体
験
型
を
求
め
て

い
る
。
そ
の
中
に
思
い
が
け
な
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
と
さ
ら
に
印

象
が
強
く
な
る
。
最
も
重
要
な
こ

と
は
滞
在
時
間
、
日
数
を
ど
う
増

や
す
か
の
工
夫
で
あ
る
。
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